
　
「
葵
祭
」の

行
列
が
4
年

振
り
に
実
施

さ
れ
た
。
牛

車
は
平
安
時
代
の
貴
族
の
自
家

用
車
だ
っ
た
。「
車
石
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
後

期
に
京
都
に
入
る
道
で
使
わ
れ

た
牛
車
用
の
石
畳
で
あ
る
▼
最

近
ジ
ェ
ネ
レ
ー
テ
ィ
ブ
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）の
記
事
を
多
く
目

に
す
る
。
生
成
系
Ａ
Ｉ
と
も
呼

ば
れ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
物

を
生
成
す
る
。
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
使
い
、
人
間
の
よ
う

に
物
を
生
み
出
す
。
テ
キ
ス
ト

生
成
Ａ
Ｉ
の
C
h
a
t 

G
P
T

も
そ
の
一
つ
。
テ
キ
ス
ト
で
の

質
問
や
依
頼
に
答
え
を
生
成
す

る
。
ま
る
で
人
間
が
答
え
て
い

る
か
の
よ
う
な
高
精
度
な
文
章

が
返
っ
て
く
る
。
人
間
の
仕
事

や
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と

し
て
登
場
し
た
の
は
2
0
2
2

年
11
月
末
だ
が
、
瞬
く
間
に
世

界
中
に
拡
大
▼
一
方
で
画
像
生

成
Ａ
Ｉ
は
、
入
力
さ
れ
た
画
像

の
特
徴
を
持
っ
た
全
く
新
し
い

画
像
を
生
成
す
る
の
で
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
は
ど
う
な
る
の
か
と

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
音

声
生
成
Ａ
Ｉ
で
、
岸
田
首
相
の

声
質
で
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

本
人
と
会
話
を
し
て
い
た
。
こ

う
な
る
と
オ
レ
オ
レ
詐
欺
も
進

歩
す
る
。
Ａ
Ｉ
は
人
間
の
よ
う

に
思
考
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生

成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
▼

Ａ
Ｇ
Ｉ
（
人
間
の
感
情
に
寄
り

添
っ
た
、
人
間
同
様
の
思
考
が

で
き
る
Ａ
Ｉ
）
は
ま
だ
存
在
し

て
い
な
い
。
人
は
ど
こ
ま
で
望

む
の
か
。
最
初
に
あ
ら
す
じ
や

結
果
を
教
え
ら
れ
た
ら
読
書
は

面
白
く
な
い
。
車
石
に
で
き
た

轍
の
よ
う
に
、
永
く
か
か
っ
て

で
き
た
も
の
に
も
意
味
が
あ
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

（
名
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が

5
月
8
日
か
ら
感

染
症
法
上
の
2
類

相
当
か
ら
5
類
に

引
き
下
げ
ら
れ
、

マ
ス
ク
の
着
用
も
個
人
の
判
断

に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

し
か
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消

滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
専
門

家
の
間
で
は
第
9
波
も
あ
り
得

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
医
療
機

関
、
公
共
交
通
機
関
や
高
齢
者

施
設
な
ど
で
は
こ
れ
ま
で
の
感

染
症
対
策
は
引
き
続
き
必
要
で

あ
る
。 

　
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
）
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
4
月

か
ら
原
則
義
務
化
と
し
た
。
し

か
し
そ
れ
ま
で
に
対
応
で
き
な

い
医
療
機
関
や
、
閉
院
に
追
い

込
ま
れ
る
医
療
機
関
も
多
数
あ

り
、
経
過
措
置
が
9
月
末
ま
で

設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
河
野

デ
ジ
タ
ル
大
臣
に
よ
る
従
来
の

健
康
保
険
証
を
来
年
秋
ま
で
に

廃
止
す
る
と
の
発
言
は
医
療

界
、
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。
し
か
も
、
す
で
に
導
入

済
み
の
医
療
機
関
で
は
保
険
者

情
報
が
正
し
く
反
映
さ
れ
な
い

な
ど
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
健
康
保

険
証
の
一
体
化
に
向
け
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
等
改
正
案
は
6
月

2
日
の
参
院
本
会
議
で
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。 

　
協
会
は
東
京
保
険
医
協
会
が

中
心
に
起
こ
し
て
い
る
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
不
存

在
確
認
訴
訟
」
を
支
援
す
る
と

と
も
に
保
険
証
廃
止
に
も
反
対

し
て
い
く
。 

　
今
年
度
は
協
会
役
員
の
改
選

年
に
当
た
り
、
鈴
木
理
事
長
は

じ
め
副
理
事
長
・
監
事
、
議

長
・
副
議
長
は
全
員
再
任
さ
れ

た
。
来
年
は
診
療
報
酬
、
介
護

報
酬
、
障
害
者
報
酬
の
ト
リ
プ

ル
改
定
が
行
わ
れ
る
。 

　
各
医
療
機
関
の
経
営
は
、
急

激
な
物
価
高
、
電
気
代
、
石
油

代
値
上
げ
、
医
療
材
料
費
の
値

上
げ
な
ど
が
直
撃
し
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
打
破

す
る
た
め
、
会
員
か
ら
の
要

望
、
専
門
医
会
長
懇
談
会
な
ど

で
出
さ
れ
た
個
別
要
求
や
基
本

診
療
料
の
底
上
げ
が
必
要
と
の

要
望
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。 

　
今
年
度
も
役
員
、
事
務
局
一

体
と
な
っ
て
「
会
員
の
た
め
の

協
会
」「
困
っ
た
と
き
の
協
会
」

「
何
で
も
相
談
で
き
る
協
会
」

を
目
指
し
た
い
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
混
乱
、物
価
高
騰
で
懸
念

会
員
の
声
を
国
に
届
け
る
活
動
続
け
る

　
上
京
東
部
・
西
陣
・
宇
治

久
世
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
に
欠
員
が

生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
3
年

6
月
25
日
（
日
）

　
▽
締
切
日
時
＝
7
月
3
日

（
月
）
16
時

　
▽
定
　
員
＝

　
【
上
京
東
部
】
代
議
員
1

人
　
【
西
陣
】
代
議
員
3
人
、

予
備
代
議
員
3
人

　
【
宇
治
久
世
】
代
議
員
5

人
、
予
備
代
議
員
1
人

　
▽
任
　
期
＝
25
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
協
会
事
務

局
気
付
、
京
都
府
保
険
医
協

会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご
提

出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
協
会
事

務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
当
該
医
師
会
長
宛
に
も

送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・予
備
代
議
員 

補
選
の
公
示

上
京
東
部
・
西
陣
・
宇
治
久
世

　
保
団
連
は
5
月
24
日
、
衆
議

院
第
二
議
員
会
館
内
で
厚
生
労

働
省
保
険
局
医
療
課
へ
の
要
請

を
行
い
、
24
年
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
た
21
の
重
点
要
求
項
目

に
つ
い
て
対
応
を
求
め
た
。
厚

労
省
内
で
の
議
論
の
本
格
化
に

先
立
っ
て
要
請
し
、
検
討
の
俎

上
に
載
せ
る
よ
う
強
調
し
た
。

同
省
の
出
席
者
は
保
険
局
医
療

課
・
渡
邊
課
長
補
佐
、
上
原
・

加
古
主
査
、
石
井
専
門
官
。
保

団
連
か
ら
は
住
江
会
長
、
事
務

局
8
人
が
参
加
、
紹
介
議
員
の

田
村
智
子
参
院
議
員
（
日
本
共

産
党
）
の
秘
書
が
参
加
。
京
都

協
会
か
ら
事
務
局
が
参
加
し

た
。

　
保
団
連
は
第
一
に
、
基
本
診

療
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
経
て
院
内
感
染
対
策
の
費

用
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、

こ
の
間
の
物
価
・
光
熱
費
の
高

騰
な
ど
へ
の
対
応
か
ら
、
医
療

機
関
経
営
を
安
定
さ
せ
る
十
分

な
原
資
と
な
る
水
準
ま
で
点
数

を
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
た
。

　
住
江
会
長
は
「
与
党
・
自
民

党
や
経
団
連
か
ら
も
物
価
高
騰

を
受
け
た
賃
上
げ
が
呼
び
掛
け

ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
な

ど
で
疲
弊
し
て
い
る
医
療
現
場

を
支
え
る
医
療
従
事
者
の
賃
上

げ
の
た
め
に
は
、
基
本
診
療
料

を
中
心
と
し
た
診
療
報
酬
引
き

上
げ
が
不
可
欠
だ
」と
訴
え
た
。

　
厚
労
省
は
「
物
価
上
昇
へ
の

補
填
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬

改
定
は
随
時
改
定
で
あ
ろ
う
と

も
対
応
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
り
補
助
金
で
行
っ
て
き

た
」
と
述
べ
た
が
、
会
長
か
ら

再
度
、
基
本
診
療
料
の
引
き
上

げ
を
強
く
訴
え
た
。

　
ま
た
、
京
都
協
会
が
会
員
の

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
を
対
象

に
行
っ
た
調
査
を
基
に
、
在
宅

医
療
で
用
い
ら
れ
る
特
定
保
険

医
療
材
料
の
多
く
で
購
入
価
格

が
償
還
価
格
を
上
回
る
「
逆
ザ

ヤ
」
の
状
況
を
示
し
、
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
る
価
格
変
動
を
迅

速
に
保
険
償
還
価
格
へ
と
反
映

し
「
逆
ザ
ヤ
」
を
解
消
す
る
よ

う
求
め
た
。
ま
た
、
価
格
調
査

の
対
象
が
大
規
模
医
療
機
関
や

や
す
に
は
予
算
へ
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
や
調
査
に
応
じ
る
医

療
機
関
側
の
負
担
も
あ
る
と
思

う
。
ご
指
摘
は
受
け
止
め
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
院
内
調
剤
を
行
う

診
療
所
に
お
け
る
一
包
化
へ
の

評
価
を
求
め
た
。
厚
労
省
は

「
院
内
調
剤
で
一
包
化
し
て
い

る
実
態
は
把
握
し
て
い
る
。
評

価
の
在
り
方
は
、
全
体
の
中
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
に
よ
っ
て
、
今
後
俎
上
に
上

り
得
る
も
の
と
考
え
る
」
と
回

答
し
た
。
そ
の
他
、
周
知
期
間

の
確
保
、
レ
セ
プ
ト
摘
要
欄
記

載
事
項
コ
ー
ド
の
改
善
、
在
宅

患
者
訪
問
診
療
料
（
Ⅰ
）「
2
」

の
月
1
回
の
算
定
制
限
の
撤

廃
、
往
診
料
だ
け
で
患
者
が
死

亡
し
た
場
合
の
在
宅
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
加
算
の
算
定
、
低
過
ぎ

る
注
射
実
施
料
の
引
き
上
げ
な

ど
を
求
め
た
。

大
型
チ
ェ
ー
ン
薬
局

に
偏
っ
て
い
る
問
題

を
指
摘
。
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
価
格
交
渉
が
で
き

る
施
設
の
サ
ン
プ
ル

が
多
く
な
り
、
一
般

の
開
業
医
が
償
還
価

格
よ
り
高
く
購
入
し

て
い
る
実
態
の
把
握

を
求
め
た
。

　
厚
労
省
は
「
価
格

に
は
抽
出
率
も
加
味

し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
調
査
対
象

と
な
る
診
療
所
を
増

物価・光熱費高騰物価・光熱費高騰

診療報酬の緊急引き上げを
保団連が厚労省へ改善要請

　
医
療
機
関
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
運
用
で
の

ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
多
発
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
等
一
部
改
正
法
が

6
月
2
日
に
成
立
し
た
。
協
会

は
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
フ
ァ
ク
ス
登
録
会
員

1
5
7
3
医
療
機
関
へ
緊
急
実

施
（
6
月
12
日
〜
15
日
）
し

た
。
3
2
2
医
療
機
関
か
ら
回

答
が
あ
っ
た（
回
答
率
20
％
）。

現
状
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
る
の

は
84
％
で
、
そ
の
内
71
％
が
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
回
答
し

た
。
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
事
例

は
、「
保
険
者
情
報
が
正
し
く

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
」
72
％
、

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
機
器

の
不
具
合
で
マ
イ
ナ
保
険
証
が

読
み
取
れ
な
か
っ
た
」
52
％

だ
っ
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

時
点
の
対
応
方
法
は
、「
そ
の

日
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
健
康

保
険
証
で
確
認
し
た
」
が
79
％

で
、
現
行
の
健
康
保
険
証
で
確

認
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。（
抗
議
談
話
と
調
査

の
詳
細
は
3
面
）

　
協
会
は
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
6
月
19
日
に
報
道
発
表

す
る
と
と
も
に
、
京
都
選
出
国

会
議
員
・
京
都
府
議
会
議
員
・

京
都
市
議
会
議
員
の
各
会
派
に

配
布
し
現
状
の
理
解
を
求
め

た
。
京
都
府
、
京
都
市
に
は
健

康
保
険
証
廃
止
の
「
撤
回
・
凍

結
」
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を

求
め
、
6
月
20
日
に
陳
情
書
を

提
出
し
た
。
市
町
村
議
会
に
も

順
次
提
出
予
定
。

健
康
保
険
証
廃
止
は「
撤
回
・
凍
結
」に

オ
ン
資
確
認 
京
都
で
も
ト
ラ
ブ
ル
多
発

“
正
し
い
情
報
が
反
映
さ
れ
な
い
”

要
請
す
る
保
団
連
の
住
江
会
長（
右
）

2 0 2 3 年 （令和 5年） 6 月 2 5 日 第 3 1 4 8 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容

物
価
高
騰
で
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト�

（
2
面
）

オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル
71
％ 

協
会
調
査�

（
3
面
）

社
保
研 

後
発
医
薬
品
の
安
定
供
給
を�

（
6
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto
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5
類
移
行
後
の
入
院
調
整
に
懸
念
の
声

基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
今
こ
そ
コミュニケーション
委員会

　
協
会
は
4
月
22
日
、
2
0
2
2
年
度
第
2
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
を
ウ
ェ

ブ
併
用
で
開
催
。
地
区
選
出
の
委
員
19
人
、
協
会
か
ら
10
人
が
出
席
し
た
。「
コ
ロ
ナ

類
下
げ
で
新
た
に
求
め
ら
れ
る
医
療
機
関
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
5
月
8
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類
へ
移
行
し
、
外
来
で
の
発
熱
患
者
へ
の
対
応

や
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
の
入
院
調
整
に
関
す
る
懸
念
の
声
が
多
数
出
さ
れ
た
。

　
開
会
に
際
し
鈴
木
理
事
長
は

「
協
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類

移
行
は
慎
重
に
と
主
張
し
て
き

た
。
政
府
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

ボ
ー
ド
は
、
第
8
波
を
超
え
る

第
9
波
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

5
類
移
行
後
の
医
療
提
供
体
制

を
ど
う
考
え
る
か
議
論
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
京
都
府
で
は
入
院

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
入
院
調
整
が
行
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
5
月
8
日
以
降

は
他
の
疾
病
同
様
、
入
院
の
要

否
を
医
療
機
関
で
判
断
し
、
医

療
機
関
間
で
の
調
整
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
は
「
全

て
の
入
院
調
整
が
各
医
療
機
関

で
の
調
整
と
な
る
こ
と
に
不
安

が
あ
る
」「
医
療
機
関
間
で
の

調
整
に
な
る
と
、
医
療
機
関
の

負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

協
会
か
ら
は
「
代
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
75
％
が
入
院
調

整
に
不
安
が
あ
る
と
回
答
し
て

い
る
。
医
療
機
関
間
で
の
調
整

に
な
る
と
、
病
院
に
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
か
不
安
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
高
齢
者
施
設
で

の
留
め
置
き
問
題
も
あ
り
、
速

や
か
な
受
け
入
れ
体
制
の
確
保

を
京
都
府
に
要
望
し
た
い
」
と

回
答
し
た
。

加
算
で
は
な
く
、
基
本

診
療
料
の
底
上
げ
を

　
5
類
移
行
に
伴
っ
て
、
診
療

報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
が

再
編
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
医
療
機
関
で
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染

対
策
を
実
施
し
な
が
ら
診
療
を

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

診
療
報
酬
が
減
ら
さ
れ
、
経
営

面
へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
委
員
か
ら
は
「
人
件
費
が

増
え
、
物
品
の
値
上
げ
も
相
次

い
で
い
る
が
、
診
療
報
酬
は
上

が
ら
な
い
。
経
営
面
で
不
安
を

持
っ
て
い
る
医
師
も
多
い
」

「
診
療
報
酬
全
体
と
し
て
、
こ

の
ま
ま
の
感
染
対
策
が
維
持
で

き
る
経
済
的
な
補
償
が
必
要
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
初
・
再
診
料

は
ず
っ
と
据
え
置
か
れ
て
き

た
。
付
加
的
な
加
算
点
数
は
あ

る
が
、
初
・
再
診
料
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
。
先
日
の
専
門
医

会
長
と
の
懇
談
会
で

は
、
内
科
医
会
は
じ
め

複
数
医
会
の
会
長
よ
り

基
本
診
療
料
引
き
上
げ

の
要
望
が
あ
っ
た
。
協

会
の
運
動
の
中
心
と
し

て
、
基
本
診
療
料
の
引

き
上
げ
を
要
望
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
医
療

現
場
で
混
乱
を
来
し
て

い
る
医
薬
品
の
供
給
不

安
定
化
の
原
因
と
、
そ

の
安
定
化
に
向
け
て
協

会
か
ら
情
報
提
供
し
、

今
後
会
内
で
討
議
を
行

い
た
い
と
述
べ
た
。

施
設
で
の
節
電
対
策
に
は
限
度

が
あ
る
」「
感
染
予
防
対
策
が

ま
ま
な
ら
な
く
な
る
」
と
の
声

も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、「
診
療
報
酬
に
物
価

　
電
力
料
金
等
光
熱
水
費
の
高
騰
が
医
療
機
関
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

京
都
協
会
を
は
じ
め
全
国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
が
会
員
医
療
機
関
に
影
響
調
査
を
実
施
し

た
。
以
下
、
京
都
協
会
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。

物
価
高
騰
で
経
営
に

深
刻
な
影
響

　
電
力
料
金
で
は
昨
年
同
時
期

と
比
較
し
て
「
上
が
っ
た
」
が

89
％
（
図
1
）、
増
減
の
程
度

は
「
10
％
以
上
30
％
未
満
」
が

38
％
、「
30
％
以
上
50
％
未
満
」

が
23
％
と
回
答
（
図
2
）。
ガ

ス
料
金
は
「
上
が
っ
た
」
が
58

％
の
一
方
で
無
回
答
も
29
％
と

な
っ
た
（
図
3
）。
増
減
の
程

度
は
「
10
％
以
上
30
％
未
満
」

が
33
％
、「
10
％
未
満
」
が
21

％
と
の
回
答
を
得
た（
図
4
）。

　
灯
油
料
金
と
食
材
料
費
に
つ

い
て
も
尋
ね
た
が
、
灯
油
料
金

は
72
％
が
、
食
材
料
費
は
全
体

の
49
％
が
無
回
答
。
回
答
し
た

多
く
の
医
療
機
関
が
使
用
・
提

供
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
対
象
と
な
る
病
院
・
有
床

診
療
所
の
食
材
料
費
の
回
答
で

は
、
昨
年
同
時
期
と
比
較
し
て

「
上
が
っ
た
」
が
86
％
。
増
減

の
程
度
は
「
10
％
以
上
30
％
未

満
」
が
37
％
、「
30
％
以
上
50

％
未
満
」
が
40
％
と
な
っ
た
。

　
物
価
高
騰
へ
の
対
策
で
は
、

「
照
明
の
間
引
き
な
ど
」
が
最

多
で
59
％
、「
空
調
温
度
の
調

整
」
が
42
％
と
な
っ
た
。
一
方

で
、「
体
調
の
悪
い
人
が
来
る

高
騰
分
が
反
映
さ
れ
な
い
状
況

で
は
利
益
圧
縮
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
」「
物
価
高
騰
で
家
計

が
圧
迫
さ
れ
、
患
者
の
受
診
抑

制
が
起
こ
っ
て
い
る
」「
人
件

費
を
上
げ
た
い
が
、
利
益
減
少

で
難
し
い
」
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。

　
行
政
へ
の
要
望
で
は
、
圧
倒

的
に
「
診
療
報
酬
の
見
直
し
」

「
継
続
的
な
補
助
金
の
交
付
」

を
求
め
る
声
が
占
め
て
お
り
、

そ
の
他
に
も
「
診
療
報
酬
へ
の

反
映
が
難
し
い
な
ら
税
制
面
の

優
遇
を
」「
医
療
機
関
へ
の
支

援
も
充
実
し
て
ほ
し
い
が
、
患

者
へ
の
あ
ら
ゆ
る
助
成
も
検
討

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

行
政
に
支
援
求
め
要
請

　
協
会
は
こ
の
調
査
結
果
を
受

け
、
5
月
25
日
に
京
都
府
へ
医

療
機
関
に
対
す
る
物
価
高
騰
対

策
支
援
の
実
施
・
継
続
を
要

請
。
同
日
、
京
都
市
以
外
の
府

内
自
治
体
に
要
請
書
を
郵
送
し

た
。
京
都
市
へ
は
6
月
8
日
に

要
請
を
行
っ
た
（
本
紙
第
3
1

4
7
号
既
報
）。
府
は
現
在
検

討
中
と
回
答
。

診療報酬の見直しと 診療報酬の見直しと 
公的支援の継続実施求める公的支援の継続実施求める

物価高騰で緊急調査

調
査
時
期
＝
2
0
2
3
年
3
月
22
日
～
3
月
30
日

調
査
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス

調
査
対
象
＝�

フ
ァ
ク
ス
登
録
の
あ
る
会
員
医
療
機
関
1
5
7
3

回
答
数
＝�

1
7
7（
回
収
率
11
％
）

（
無
床
診
療
所
1
3
0（
73
％
）、
病
院
40（
23
％
）、
有
床
診

療
所
7（
4
％
））

協会会員
アンケート

　
京
都
市
は
5
月
議
会
に
お
い

て
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
予
算
を
可
決
。

中
小
事
業
者
向
け
は
法
人
3
万

円
、
個
人
事
業
者
2
万
円
の
追

加
交
付
の
受
付
を
開
始
し
た
。

4
月
末
ま
で
に
開
業
し
た
医
療

機
関
が
対
象
と
な
る
。
2
0
2

2
年
に
実
施
し
た
第
1
弾
支
援

金
の
交
付
を
受
け
た
医
療
機
関

は
新
た
な
申
請
は
不
要
。
新
規

申
込
は
8
月
10
日
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
ウ
ェ
ブ
申
請
す
る
。

　
影
響
調
査
全
国
版
は
保
団
連

が
集
約
。
調
査
結
果
を
「
物
価

高
騰
に
対
す
る
政
府
の
対
応
を

求
め
る
要
請
書
」
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
5
月
31
日
付
で
首

相
、
財
務
大
臣
、
厚
労
大
臣
宛

に
送
付
し
た
。

アンケート意見欄
物価高騰での困りごと（抜粋）�
◦�今回の調査によりあらためて見直して驚きました。高騰
するものばかりですが、入院施設では節電対策には限界
があります
◦�ガーゼやカット綿など細々としたものがチリもつもれば
山となる感じがする
◦�診療報酬の引き下げが続く中で、さらに物価高騰では賃
上げなどできるわけがない。他業種に人材が流出し、医
療が崩壊する
◦�新型コロナ対策として、各病室に空気清浄機などを設置
したが、その設置によりさらに電気料金の負担が多くなっ
ている。感染予防対策上、電源を落とすわけにもいかず、
経営に影響がある
◦�開院間もないクリニックでの収入減は医院の死活問題
◦�経営困難で倒産寸前

行政への要望（抜粋）�
◦�産婦人科なので電気代は数万単位で値上げとなっている
◦�行政などからの支援も１回きりではなく、継続的にお願
いしたい。これまでの自助努力（節電対策）では限界にき
ています
◦�補助金が１回あったが、少額すぎて補助にならない
◦�支援金は大変ありがたいのですが、申請方法をもう少し
簡略化してほしいです

支援金の
詳細・申請は
こちらから

アンケート結果・
要請書は
こちらから

委
員
か
ら
は
経
営
面
の
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た

図 1　電力料金　昨年同時期との比較

図 2　電力料金　増減の程度
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図 4　ガス料金　増加の程度
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図 3　ガス料金　昨年同時期との比較
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2
0
2
3
年
5
月
29
日
に
財

政
制
度
等
審
議
会
が
示
し
た
建

議
「
歴
史
的
転
機
に
お
け
る
財

政
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
疲

弊
し
た
医
療
・
社
会
保
障
領
域

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
患
者
・
市
民
を
さ
ら
に
痛
め

つ
け
る
よ
う
政
府
に
進
言
す
る

重
大
な
内
容
で
あ
る
。

　
建
議
は
「
基
本
認
識
」
に
お

い
て
、
地
球
環
境
問
題
、
国
際

平
和
秩
序
の
危
機
と
グ
ロ
ー
バ

ル
な
経
済
・
金
融
環
境
の
変
化

を
引
き
、
日
本
が
経
済
成
長
力

の
低
下
や
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
等
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る

と
危
惧
。「
危
機
に
際
し
て
機

動
的
に
財
政
を
運
営
す
る
た
め

に
は
、
平
時
に
こ
そ
財
政
を
健

全
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
一
層

低
下
し
た
財
政
余
力
の
回
復
が

急
務
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

山
積
す
る
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
て
は
「
規
制
改
革
な
ど
の

他
の
施
策
と
相
ま
っ
て
」「
民

間
の
活
力
を
引
き
出
す
こ
と
が

重
要
」「
産
業
構
造
の
転
換
と

労
働
市
場
の
流
動
化
を
図
る
こ

と
等
に
よ
り
生
産
性
を
高
め

る
」
と
し
、「
民
間
主
導
の
経

済
成
長
に
向
け
た
環
境
整
備
を

行
う
こ
と
が
、
政
府
の
役
割
で

あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
5
年
間
で
43
兆
円
も
の
「
防

衛
力
整
備
」
は
当
然
視
し
、
そ

の
実
施
の
た
め
の
経
済
・
金

融
・
財
政
の
基
盤
強
化
に
不
断

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
し

て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
認
識
」
が

新
た
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
少

な
く
と
も
財
務
省
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
固
執
し
続
け
て
い

る
新
自
由
主
義
改
革
路
線
以
外

に
、
困
難
に
直
面
し
、
閉
塞
し

た
社
会
状
況
の
打
開
策
を
何
ら

構
想
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
新
自
由
主
義
改
革
は
、
巨
大

企
業
の
活
動
を
拘
束
す
る
あ
ら

ゆ
る
規
制
を
除
去
し
、
市
場
と

競
争
が
野
放
図
に
展
開
さ
れ
る

社
会
・
政
治
体
制
の
構
築
を
企

む
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
皆
保

険
体
制
に
よ
っ
て
高
い
質
の
医

療
を
人
々
が
等
し
く
保
障
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
、
世
界
的
な

長
寿
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
改
革
に
よ
っ
て
雇
用
は

じ
め
人
々
を
守
る
社
会
制
度
が

破
壊
さ
れ
、
医
療
・
社
会
保
障

制
度
が
後
退
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
希
望
す
ら
抱
け
な
い

国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
建
議
の
謳
う
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ

は
、
従
来
政
策
の
誤
り
が
も
た

ら
し
た
社
会
・
財
政
危
機
を
今

ま
た
新
自
由
主
義
的
政
策
で
乗

り
越
え
よ
う
と
す
る
無
理
筋
な

も
の
で
あ
る
。「
少
子
化
対
策
」

の
財
源
に
社
会
保
障
歳
出
改
革

の
徹
底
や
新
た
な
負
担
を
求
め

る
自
己
矛
盾
に
陥
り
、
公
的
に

保
障
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を
市

場
へ
委
ね
、
企
業
利
益
を
増
大

さ
せ
る
以
外
、
何
ら
方
策
を
打

ち
出
せ
な
い
姿
に
怒
り
を
禁
じ

え
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
露
呈
さ

せ
た
公
衆
衛
生
・
医
療
提
供
体

制
の
脆
弱
性
は
、
従
来
の
政
策

の
誤
り
と
破
綻
を
何
よ
り
も
証

明
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
2
0
2
4
年
の
同
時

改
定
で
の
報
酬
引
き
上
げ
を
否

定
し
、
相
も
変
わ
ら
ず
地
域
医

療
構
想
の
推
進
を
説
き
、
介
護

保
険
制
度
の
解
体
的
見
直
し
を

求
め
、
果
て
は
医
療
に
お
け
る

自
由
開
業
を
否
定
し
「
新
規
開

業
規
制
」
の
徹
底
を
求
め
て
お

り
、
言
語
同
断
で
あ
る
。

　
今
日
の
状
況
を
真
に
「
歴
史

的
転
機
」
と
す
る
に
は
、
痛
め

つ
け
ら
れ
た
人
々
の
生
活
に
寄

り
添
い
、
雇
用
・
経
営
を
守

り
、
医
療
・
福
祉
を
公
的
に
保

障
す
る
仕
組
み
の
再
構
築
こ
そ

必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
私

た
ち
は
強
く
指
摘
し
、
建
議
に

対
す
る
強
い
抗
議
の
意
思
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

 

2
0
2
3
年
6
月
8
日

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

副
理
事
長　
渡
邉 

賢
治

　
健
康
保
険
証
廃
止
を
含
む
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
法
案
が

6
月
2
日
、
参
院
本
会
議
で
与

党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
し
た
。
別
人
の
情
報
が
マ

イ
ナ
保
険
証
に
紐
づ
け
ら
れ
る

な
ど
情
報
漏
洩
や
誤
登
録
の
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
発
覚
す
る

中
、
そ
の
実
態
解
明
も
行
わ
な

い
ま
ま
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
、

国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
権
利
を
著
し
く
阻
害
す
る
も

の
で
到
底
看
過
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
あ
ら
た
め
て
健
康
保

険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
撤
回
を

強
く
求
め
る
。

　
私
た
ち
は
、
健
康
保
険
証
の

廃
止
自
体
が
国
民
皆
保
険
制
度

に
お
け
る
受
療
権
の
著
し
い
後

退
で
あ
る
と
批
判
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、
保
険
証
を
廃
止
す
る

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

も
、
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確

認
書
」
の
交
付
を
受
け
る
に
も

本
人
の
申
請
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
証
を
全
被

保
険
者
へ
無
差
別
・
無
条
件
に

各
保
険
者
を
通
じ
て
交
付
し
て

き
た
国
の
社
会
保
障
責
務
の
大

幅
な
後
退
で
あ
る
。
ま
た
、
国

保
等
の
短
期
被
保
険
者
証
の
廃

止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
看
過
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る
。
1
年
以
上
の
保
険
料
滞
納

に
よ
り
機
械
的
に
特
別
療
養
費

の
支
給
（
10
割
負
担
）
に
移
行

さ
せ
な
い
よ
う
、
市
町
村
が
支

払
え
な
い
事
情
の
把
握
や
相
談

な
ど
で
短
期
被
保
険
者
証
を
発

行
す
る
こ
と
が
一
定
の
歯
止
め

と
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
自

治
体
の
裁
量
が
制
限
さ
れ
、
保

険
料
を
払
え
な
い
こ
と
が
、
ダ

イ
レ
ク
ト
に
「
医
療
に
か
か
れ

な
い
」
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
。

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

全
国
医
療
機
関
調
査
（
5
月
31

日
発
表
分
）で
は
、マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
資
格
確
認
の
ト
ラ
ブ

ル
は
6
割
以
上
と
さ
れ
、
資
格

情
報
が
確
認
で
き
ず
に
窓
口
で

医
療
費
が
全
額
負
担
と
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
3
9
3
件
に
上
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
全

国
の
医
療
現
場
で
混
乱
が
多
発

し
て
お
り
、
実
害
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

ま
ま
突
き
進
め
ば
、患
者
、医
療

機
関
と
も
に
さ
ら
な
る
混
乱
と

被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
が
保
険
証
を
廃
止
し
て
ま

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

を
急
ぐ
の
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
の
名
の
下
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
法
律
上
で

き
な
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
よ
る
健
康
情
報
等
機
微
な
情

報
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情

報
の
収
集
、
紐
づ
け
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
情
報
の
利
活
用

に
あ
る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
は
、
大
量

の
個
人
情
報
を
収
集
・
集
積
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障

給
付
抑
制
へ
の
利
活
用
や
、
国

民
を
監
視
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム

構
築
へ
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
国

民
の
機
微
な
情
報
を
守
る
体
制

構
築
と
透
明
性
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
。
国
は
「
デ
ジ
タ
ル

社
会
」
の
メ
リ
ッ
ト
し
か
語
ら

な
い
が
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
足
元
の
危
機
を
解
消
し
、

国
民
の
不
信
払
拭
を
こ
そ
最
優

先
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

 

2
0
2
3
年
6
月
2
日

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

理
事
長　
鈴
木　
卓

財
政
制
度
等
審
議
会
建
議

「
歴
史
的
転
機
に
お
け
る
財
政
」に
つい
て

マ
イ
ナ
改
定
法
成
立
に
抗
議

�

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を

談話

談 話

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
実

施
し
て
い
る
の
は
、
2
7
0
医

療
機
関
（
84
％
）
で
、
準
備

中
・
経
過
措
置
を
申
請
し
て
い

る
の
は
46
医
療
機
関
（
14
％
）

だ
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
医
療
機
関
に
ト
ラ
ブ
ル
の
有

無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
71
％
が

あ
っ
た
と
回
答
し
た
。
ト
ラ
ブ

ル
内
容
を
複
数
回
答
で
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
保
険
者
情
報
が
正

し
く
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
」
72
％
、「
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の
不
具

合
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
を
読

み
取
り
で
き
な
か
っ
た
」
52
％

だ
っ
た
。「
他
人
の
情
報
に
紐

づ
け
ら
れ
て
い
た
」
事
例
も
2

件
あ
り
、
連
日
報
道
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
誤

登
録
な
ど
の
問
題
も
、
実
際
に

会
員
医
療
機
関
で
確
認
さ
れ
て

い
る
（
図
1
）。
シ
ス
テ
ム
で

は
「
保
険
者
変
更
す
ぐ
に
は
資

調
査
期
間
＝
2
0
2
3
年
6
月
12
日
～
6
月
15
日

調
査
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス

調
査
対
象
＝
フ
ァ
ク
ス
登
録
の
あ
る
会
員
医
療
機
関
1
5
7
3

回
答
数
＝�

3
2
2（
回
答
率
20
％
）

（
無
床
診
療
所
2
8
8（
89
％
）、
病
院
29（
9
％
）、
有
床
診

療
所
5（
2
％
））

協会会員
アンケート

オ
ン
資
確
認
シ
ス
テ
ム
で
ト
ラ
ブ
ル
71
％

保
険
証
廃
止
さ
れ
る
と
資
格
確
認
で
き
ず

格
確
認
が
で
き
な
い
」「
顔
認

証
の
精
度
が
悪
く
1
回
で
確
認

で
き
な
い
」
た
め
、
健
康
保
険

証
で
の
受
付
よ
り
も
対
応
に
時

間
と
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
医
療
機

関
の
対
応
方
法
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
そ
の
日
に
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
健
康
保
険
証
で
資
格
確

認
を
し
た
」
79
％
だ
っ
た
（
図

2
）。
ト
ラ
ブ
ル
対
応
時
に
、

い
っ
た
ん
10
割
負
担
を
患
者
に

請
求
し
た
事
例
の
有
無
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
1
6
6
医
療
機
関

は
請
求
し
な
か
っ
た
と
回
答
し

た
が
、
10
割
請
求
し
た
事
例
は

64
件
と
推
計
さ
れ
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

示
す
通
り
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
て
い
る
医
療
機
関
で
の
混
乱

は
深
刻
で
あ
る
。
協
会
は
、
引

き
続
き
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤

回
・
凍
結
を
求
め
て
い
く
。

オン資義務化についてのご意見（抜粋）
◦�「発熱」でトリアージして別の建物で診察すべき患者さん
がマイナ保険証しか持っておられず、受付に設置してあ
る読み取り機器とカメラのところに入ってもらわざるを
得ず、他の患者さんとの接触を避けるのに苦労した
◦�昨年９月に申し込みしたものの混みあっているのか、
2023年４月設置には至らず。そもそも物理的にも準備
不足。またシステムトラブルや個人情報のトラブル（他
人の情報が紐づけられている）などニュースがあとをた
たず。やる意味があるのか？
◦�顔認証の精度が悪い。暗証番号を記憶していない人は顔
認証しか手段がないので困る
◦�個人情報とかのセキュリティが万全と思われず、何か
あったら全て医療機関の責任という国の指針に納得いか
ない現状です
◦�トラブルが多すぎて受付の対応が困難である。現在は保
険証を持参されている方が多く、資格確認できることが
多いが、廃止されたら大変なことになる。機械や通信ト

ラブルで医療機関が非難され納得いかない
◦�オンラインは便利な反面、実際、ご本人が持っている保
険証の割合や区分が載っていなかったり、有効期限や資
格取得日が違ったり、名前の漢字で「●」が出たりといろ
いろ問題あります。職場は大変混乱しています
◦�カルテを作成するのに必要な被保険者番号や公費、福
祉の情報はマイナ保険証からは得ることができず、結
局保険証一式を確認することが多い。まだまだ高齢者
の患者さんはカードリーダーを一人で操作することが
難しく、スタッフがそばについての説明が必要なため
手をとられる

◦�接続が完了したばかりです。マイナンバーカードのトラ
ブルがはっきりと出てきており、マイナンバーカードで
の受付けはしていません。保険医剥奪といわれ、患者さ
んに迷惑がかかるのを避けたくて、カードリーダー導入
となったものの、強権的やり方に同意はできず

他人の情報に紐づけられていた

その日に持ち合わせていた健康保険証で資格確認
レセコンメーカーに相談

前回来院時の情報を基に対応
保険者に連絡して相談

オンライン資格確認のコールセンターに連絡
その他

トラブルが発生したことに対して、患者から苦情を言われた
マイナ保険証の不具合（ICチップの破損等）で読み取りができなかった

カードリーダーまたはパソコンの不具合により
マイナ保険証を読み取りできなかった

保険者情報が正しく反映されていなかった

0 20 40 60 80（％）

（％）
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0 20 40 60 80

79%
25%
25%
21%

15%
10%

図 1　トラブルの内容（複数回答）

図 2　トラブルの対応（複数回答）
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2
0
2
3
年
5
月
29
日
に
財

政
制
度
等
審
議
会
が
示
し
た
建

議
「
歴
史
的
転
機
に
お
け
る
財

政
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
疲

弊
し
た
医
療
・
社
会
保
障
領
域

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
患
者
・
市
民
を
さ
ら
に
痛
め

つ
け
る
よ
う
政
府
に
進
言
す
る

重
大
な
内
容
で
あ
る
。

　
建
議
は
「
基
本
認
識
」
に
お

い
て
、
地
球
環
境
問
題
、
国
際

平
和
秩
序
の
危
機
と
グ
ロ
ー
バ

ル
な
経
済
・
金
融
環
境
の
変
化

を
引
き
、
日
本
が
経
済
成
長
力

の
低
下
や
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
等
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る

と
危
惧
。「
危
機
に
際
し
て
機

動
的
に
財
政
を
運
営
す
る
た
め

に
は
、
平
時
に
こ
そ
財
政
を
健

全
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
一
層

低
下
し
た
財
政
余
力
の
回
復
が

急
務
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

山
積
す
る
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
て
は
「
規
制
改
革
な
ど
の

他
の
施
策
と
相
ま
っ
て
」「
民

間
の
活
力
を
引
き
出
す
こ
と
が

重
要
」「
産
業
構
造
の
転
換
と

労
働
市
場
の
流
動
化
を
図
る
こ

と
等
に
よ
り
生
産
性
を
高
め

る
」
と
し
、「
民
間
主
導
の
経

済
成
長
に
向
け
た
環
境
整
備
を

行
う
こ
と
が
、
政
府
の
役
割
で

あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
5
年
間
で
43
兆
円
も
の
「
防

衛
力
整
備
」
は
当
然
視
し
、
そ

の
実
施
の
た
め
の
経
済
・
金

融
・
財
政
の
基
盤
強
化
に
不
断

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
し

て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
認
識
」
が

新
た
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
少

な
く
と
も
財
務
省
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
固
執
し
続
け
て
い

る
新
自
由
主
義
改
革
路
線
以
外

に
、
困
難
に
直
面
し
、
閉
塞
し

た
社
会
状
況
の
打
開
策
を
何
ら

構
想
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
新
自
由
主
義
改
革
は
、
巨
大

企
業
の
活
動
を
拘
束
す
る
あ
ら

ゆ
る
規
制
を
除
去
し
、
市
場
と

競
争
が
野
放
図
に
展
開
さ
れ
る

社
会
・
政
治
体
制
の
構
築
を
企

む
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
皆
保

険
体
制
に
よ
っ
て
高
い
質
の
医

療
を
人
々
が
等
し
く
保
障
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
、
世
界
的
な

長
寿
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
改
革
に
よ
っ
て
雇
用
は

じ
め
人
々
を
守
る
社
会
制
度
が

破
壊
さ
れ
、
医
療
・
社
会
保
障

制
度
が
後
退
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
希
望
す
ら
抱
け
な
い

国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
建
議
の
謳
う
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ

は
、
従
来
政
策
の
誤
り
が
も
た

ら
し
た
社
会
・
財
政
危
機
を
今

ま
た
新
自
由
主
義
的
政
策
で
乗

り
越
え
よ
う
と
す
る
無
理
筋
な

も
の
で
あ
る
。「
少
子
化
対
策
」

の
財
源
に
社
会
保
障
歳
出
改
革

の
徹
底
や
新
た
な
負
担
を
求
め

る
自
己
矛
盾
に
陥
り
、
公
的
に

保
障
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を
市

場
へ
委
ね
、
企
業
利
益
を
増
大

さ
せ
る
以
外
、
何
ら
方
策
を
打

ち
出
せ
な
い
姿
に
怒
り
を
禁
じ

え
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
露
呈
さ

せ
た
公
衆
衛
生
・
医
療
提
供
体

制
の
脆
弱
性
は
、
従
来
の
政
策

の
誤
り
と
破
綻
を
何
よ
り
も
証

明
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
2
0
2
4
年
の
同
時

改
定
で
の
報
酬
引
き
上
げ
を
否

定
し
、
相
も
変
わ
ら
ず
地
域
医

療
構
想
の
推
進
を
説
き
、
介
護

保
険
制
度
の
解
体
的
見
直
し
を

求
め
、
果
て
は
医
療
に
お
け
る

自
由
開
業
を
否
定
し
「
新
規
開

業
規
制
」
の
徹
底
を
求
め
て
お

り
、
言
語
同
断
で
あ
る
。

　
今
日
の
状
況
を
真
に
「
歴
史

的
転
機
」
と
す
る
に
は
、
痛
め

つ
け
ら
れ
た
人
々
の
生
活
に
寄

り
添
い
、
雇
用
・
経
営
を
守

り
、
医
療
・
福
祉
を
公
的
に
保

障
す
る
仕
組
み
の
再
構
築
こ
そ

必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
私

た
ち
は
強
く
指
摘
し
、
建
議
に

対
す
る
強
い
抗
議
の
意
思
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。

 

2
0
2
3
年
6
月
8
日

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

副
理
事
長　
渡
邉 

賢
治

　
健
康
保
険
証
廃
止
を
含
む
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
法
案
が

6
月
2
日
、
参
院
本
会
議
で
与

党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
し
た
。
別
人
の
情
報
が
マ

イ
ナ
保
険
証
に
紐
づ
け
ら
れ
る

な
ど
情
報
漏
洩
や
誤
登
録
の
ト

ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
発
覚
す
る

中
、
そ
の
実
態
解
明
も
行
わ
な

い
ま
ま
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
、

国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
権
利
を
著
し
く
阻
害
す
る
も

の
で
到
底
看
過
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
あ
ら
た
め
て
健
康
保

険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
撤
回
を

強
く
求
め
る
。

　
私
た
ち
は
、
健
康
保
険
証
の

廃
止
自
体
が
国
民
皆
保
険
制
度

に
お
け
る
受
療
権
の
著
し
い
後

退
で
あ
る
と
批
判
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、
保
険
証
を
廃
止
す
る

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

も
、
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確

認
書
」
の
交
付
を
受
け
る
に
も

本
人
の
申
請
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
は
、
被
保
険
者
証
を
全
被

保
険
者
へ
無
差
別
・
無
条
件
に

各
保
険
者
を
通
じ
て
交
付
し
て

き
た
国
の
社
会
保
障
責
務
の
大

幅
な
後
退
で
あ
る
。
ま
た
、
国

保
等
の
短
期
被
保
険
者
証
の
廃

止
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
看
過
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る
。
1
年
以
上
の
保
険
料
滞
納

に
よ
り
機
械
的
に
特
別
療
養
費

の
支
給
（
10
割
負
担
）
に
移
行

さ
せ
な
い
よ
う
、
市
町
村
が
支

払
え
な
い
事
情
の
把
握
や
相
談

な
ど
で
短
期
被
保
険
者
証
を
発

行
す
る
こ
と
が
一
定
の
歯
止
め

と
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
自

治
体
の
裁
量
が
制
限
さ
れ
、
保

険
料
を
払
え
な
い
こ
と
が
、
ダ

イ
レ
ク
ト
に
「
医
療
に
か
か
れ

な
い
」
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
。

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

全
国
医
療
機
関
調
査
（
5
月
31

日
発
表
分
）で
は
、マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
資
格
確
認
の
ト
ラ
ブ

ル
は
6
割
以
上
と
さ
れ
、
資
格

情
報
が
確
認
で
き
ず
に
窓
口
で

医
療
費
が
全
額
負
担
と
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
3
9
3
件
に
上
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
全

国
の
医
療
現
場
で
混
乱
が
多
発

し
て
お
り
、
実
害
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

ま
ま
突
き
進
め
ば
、患
者
、医
療

機
関
と
も
に
さ
ら
な
る
混
乱
と

被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
が
保
険
証
を
廃
止
し
て
ま

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及

を
急
ぐ
の
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
の
名
の
下
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
法
律
上
で

き
な
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
よ
る
健
康
情
報
等
機
微
な
情

報
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
情

報
の
収
集
、
紐
づ
け
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
情
報
の
利
活
用

に
あ
る
。
医
療
Ｄ
Ｘ
は
、
大
量

の
個
人
情
報
を
収
集
・
集
積
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障

給
付
抑
制
へ
の
利
活
用
や
、
国

民
を
監
視
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム

構
築
へ
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
国

民
の
機
微
な
情
報
を
守
る
体
制

構
築
と
透
明
性
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
る
。
国
は
「
デ
ジ
タ
ル

社
会
」
の
メ
リ
ッ
ト
し
か
語
ら

な
い
が
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る

が
す
足
元
の
危
機
を
解
消
し
、

国
民
の
不
信
払
拭
を
こ
そ
最
優

先
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
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京
都
府
保
険
医
協
会

 

理
事
長　
鈴
木　
卓

財
政
制
度
等
審
議
会
建
議

「
歴
史
的
転
機
に
お
け
る
財
政
」に
つい
て

マ
イ
ナ
改
定
法
成
立
に
抗
議

�

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を

談話

談 話

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
実

施
し
て
い
る
の
は
、
2
7
0
医

療
機
関
（
84
％
）
で
、
準
備

中
・
経
過
措
置
を
申
請
し
て
い

る
の
は
46
医
療
機
関
（
14
％
）

だ
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
医
療
機
関
に
ト
ラ
ブ
ル
の
有

無
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
71
％
が

あ
っ
た
と
回
答
し
た
。
ト
ラ
ブ

ル
内
容
を
複
数
回
答
で
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
保
険
者
情
報
が
正

し
く
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
」
72
％
、「
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の
不
具

合
に
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証
を
読

み
取
り
で
き
な
か
っ
た
」
52
％

だ
っ
た
。「
他
人
の
情
報
に
紐

づ
け
ら
れ
て
い
た
」
事
例
も
2

件
あ
り
、
連
日
報
道
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
誤

登
録
な
ど
の
問
題
も
、
実
際
に

会
員
医
療
機
関
で
確
認
さ
れ
て

い
る
（
図
1
）。
シ
ス
テ
ム
で

は
「
保
険
者
変
更
す
ぐ
に
は
資

調
査
期
間
＝
2
0
2
3
年
6
月
12
日
～
6
月
15
日

調
査
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス

調
査
対
象
＝
フ
ァ
ク
ス
登
録
の
あ
る
会
員
医
療
機
関
1
5
7
3

回
答
数
＝�

3
2
2（
回
答
率
20
％
）

（
無
床
診
療
所
2
8
8（
89
％
）、
病
院
29（
9
％
）、
有
床
診

療
所
5（
2
％
））

協会会員
アンケート

オ
ン
資
確
認
シ
ス
テ
ム
で
ト
ラ
ブ
ル
71
％

保
険
証
廃
止
さ
れ
る
と
資
格
確
認
で
き
ず

格
確
認
が
で
き
な
い
」「
顔
認

証
の
精
度
が
悪
く
1
回
で
確
認

で
き
な
い
」
た
め
、
健
康
保
険

証
で
の
受
付
よ
り
も
対
応
に
時

間
と
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
医
療
機

関
の
対
応
方
法
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
そ
の
日
に
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
健
康
保
険
証
で
資
格
確

認
を
し
た
」
79
％
だ
っ
た
（
図

2
）。
ト
ラ
ブ
ル
対
応
時
に
、

い
っ
た
ん
10
割
負
担
を
患
者
に

請
求
し
た
事
例
の
有
無
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
1
6
6
医
療
機
関

は
請
求
し
な
か
っ
た
と
回
答
し

た
が
、
10
割
請
求
し
た
事
例
は

64
件
と
推
計
さ
れ
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

示
す
通
り
、
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
て
い
る
医
療
機
関
で
の
混
乱

は
深
刻
で
あ
る
。
協
会
は
、
引

き
続
き
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤

回
・
凍
結
を
求
め
て
い
く
。

オン資義務化についてのご意見（抜粋）
◦�「発熱」でトリアージして別の建物で診察すべき患者さん
がマイナ保険証しか持っておられず、受付に設置してあ
る読み取り機器とカメラのところに入ってもらわざるを
得ず、他の患者さんとの接触を避けるのに苦労した
◦�昨年９月に申し込みしたものの混みあっているのか、
2023年４月設置には至らず。そもそも物理的にも準備
不足。またシステムトラブルや個人情報のトラブル（他
人の情報が紐づけられている）などニュースがあとをた
たず。やる意味があるのか？
◦�顔認証の精度が悪い。暗証番号を記憶していない人は顔
認証しか手段がないので困る
◦�個人情報とかのセキュリティが万全と思われず、何か
あったら全て医療機関の責任という国の指針に納得いか
ない現状です
◦�トラブルが多すぎて受付の対応が困難である。現在は保
険証を持参されている方が多く、資格確認できることが
多いが、廃止されたら大変なことになる。機械や通信ト

ラブルで医療機関が非難され納得いかない
◦�オンラインは便利な反面、実際、ご本人が持っている保
険証の割合や区分が載っていなかったり、有効期限や資
格取得日が違ったり、名前の漢字で「●」が出たりといろ
いろ問題あります。職場は大変混乱しています
◦�カルテを作成するのに必要な被保険者番号や公費、福
祉の情報はマイナ保険証からは得ることができず、結
局保険証一式を確認することが多い。まだまだ高齢者
の患者さんはカードリーダーを一人で操作することが
難しく、スタッフがそばについての説明が必要なため
手をとられる

◦�接続が完了したばかりです。マイナンバーカードのトラ
ブルがはっきりと出てきており、マイナンバーカードで
の受付けはしていません。保険医剥奪といわれ、患者さ
んに迷惑がかかるのを避けたくて、カードリーダー導入
となったものの、強権的やり方に同意はできず

他人の情報に紐づけられていた

その日に持ち合わせていた健康保険証で資格確認
レセコンメーカーに相談

前回来院時の情報を基に対応
保険者に連絡して相談

オンライン資格確認のコールセンターに連絡
その他

トラブルが発生したことに対して、患者から苦情を言われた
マイナ保険証の不具合（ICチップの破損等）で読み取りができなかった

カードリーダーまたはパソコンの不具合により
マイナ保険証を読み取りできなかった

保険者情報が正しく反映されていなかった

0 20 40 60 80（％）

（％）

72%
52%
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12%
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0 20 40 60 80
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図 1　トラブルの内容（複数回答）

図 2　トラブルの対応（複数回答）
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1
事
案
の
概
要

　
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
で
あ

る
患
者
Ｘ
は
、
い
か
な
る
場
合

に
も
輸
血
を
拒
否
す
る
固
い
意

思
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
Ｘ

は
、
悪
性
の
肝
臓
血
管
腫
と
診

断
さ
れ
、
輸
血
を
伴
わ
な
い
手

術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医

療
機
関
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｙ
病
院
に
お
い
て
は
、
患
者

が
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
で
あ

る
場
合
、
輸
血
を
受
け
る
の
を

拒
否
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
で

き
る
限
り
輸
血
を
し
な
い
こ
と

に
す
る
が
、
輸
血
以
外
に
は
救

命
手
段
が
な
い
事
態
に
至
っ
た

時
は
、
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族

の
諾
否
に
か
か
わ
ら
ず
輸
血
す

る
方
針
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
。

　
Ｘ
は
、
平
成
4
年
8
月
18

日
、
Ｙ
病
院
に
入
院
し
、
同
年

9
月
16
日
に
肝
臓
の
腫
瘍
を
摘

出
す
る
手
術
を
受
け
ま
し
た

が
、
入
院
期
間
中
、
Ｙ
病
院
の

Ａ
医
師
ら
に
対
し
輸
血
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。

　
Ｘ
は
、
手
術
の
2
日
前
に
、

Ａ
医
師
に
対
し
免
責
証
書
を
手

渡
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
Ｘ

は
輸
血
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
お
よ
び
輸
血
を
し
な

か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
損
傷
に

関
し
て
医
師
お
よ
び
病
院
職
員

な
ど
の
責
任
を
問
わ
な
い
旨
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
Ａ
医
師
ら
は
、
同
年
9
月
16

日
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
事
態

3  

最
高
裁
判
決
の

解
説

　
本
判
決
は
、
輸
血
を
拒
否
し

て
い
る
患
者
に
対
し
輸
血
し
た

こ
と
が
医
師
の
注
意
義
務
に
反

す
る
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
点
、
誤
解
し
て
い

る
医
師
が
お
ら
れ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
患
者
か
ら
外
科

手
術
時
の
輸
血
拒
否
の
意
思
が

4
説
明

　
い
か
な
る
場
合
に
も
輸
血
を

拒
否
す
る
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
的

無
輸
血
」
の
意
思
に
つ
い
て
、

　配当対象者は2023年３月31日現在の加入者です。
別途、配当金明細書をお送りします。６月下旬に保険
料振替口座に送金予定です。
　グループ保険は年度途中でもご加入いただけます。
パンフレットをご希望の場合は、協会事務局までご連
絡下さい。

決算配当金のお知らせ

年間保険料の20.67％2022年度
配当率

エ
ホ
バ
の
証
人

2
0
2
3
年
3
月
31
日
に
厚

生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
（
当

時
）
か
ら
「
宗
教
の
信
仰
等
を

背
景
と
す
る
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト

が
疑
わ
れ
る
事
案
へ
の
対
応
に

つ
い
て
」
の
通
知
が
発
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一
部
の

2  

最
高
裁
判
所
の

判
断

　
最
高
裁
判
所
は
、
以
下
の
理

由
を
述
べ
て
双
方
の
上
告
を
棄

却
し
、
控
訴
審
判
決
（
55
万
円

の
支
払
）
は
確
定
し
ま
し
た
。

　「
患
者
が
、
輸
血
を
受
け
る

こ
と
は
自
己
の
宗
教
上
の
信
念

に
反
す
る
と
し
て
、
輸
血
を
伴

う
医
療
行
為
を
拒
否
す
る
と
の

明
確
な
意
思
を
有
し
て
い
る
場

合
、
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
を

す
る
権
利
は
、
人
格
権
の
一
内

容
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
Ｘ
が
、
宗
教
上
の

信
念
か
ら
い
か
な
る
場
合
に
も

明
示
的
に
示
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
輸
血
す
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、

説
明
を
し
な
い
ま
ま
輸
血
し
た

こ
と
が
輸
血
を
受
け
る
か
否
か

の
意
思
決
定
を
す
る
権
利
を

奪
っ
た
と
い
う
判
断
を
し
て
い

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
本
判
決
は
、
①
患

者
Ｘ
が
宗
教
上
の
信
念
か
ら
い

か
な
る
場
合
に
も
輸
血
を
受
け

る
こ
と
を
拒
否
す
る
と
の
固
い

意
思
を
有
し
②
そ
の
こ
と
を
Ａ

医
師
ら
に
説
明
し
、
Ａ
医
師
ら

は
そ
れ
を
知
っ
て
お
り
③
手
術

の
際
に
輸
血
以
外
に
は
救
命
手

段
が
な
い
事
態
が
生
ず
る
可
能

性
を
否
定
し
難
い
と
判
断
し
て

い
た
場
合
に
は
④
手
術
に
至
る

ま
で
の
約
1
カ
月
の
間
に
、
医

師
は
患
者
に
対
し
輸
血
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
説
明
を
怠
っ
た

た
め
に
、
患
者
は
本
件
手
術
を

受
け
る
べ
き
か
否
か
の
意
思
決

定
を
す
る
権
利
が
奪
わ
れ
た
と

し
て
慰
謝
料
50
万
円
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

保
護
す
べ
き
自
己
決
定
権
と
い

え
る
か
は
争
い
が
あ
り
ま
す
。

宗
教
上
の
信
念
に
基
づ
く
患
者

の
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
と
す
る
見
解
と
お
よ
そ

人
の
生
命
は
崇
高
な
も
の
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
見
解
の
衝
突
の
場
面
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
輸
血
を
伴
う
可
能
性
の
あ
る

手
術
を
実
施
す
る
場
合
、
前
記

の
最
高
裁
判
決
の
事
例
の
よ
う

に
、
直
ち
に
手
術
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
緊
急
性
が

な
い
時
に
は
、
輸
血
を
拒
否
す

る
患
者
に
対
し
て
、
転
医
す
る

か
、
当
該
病
院
で
輸
血
を
伴
う

可
能
性
の
あ
る
手
術
を
受
け
る

か
を
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
転
医
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
患
者
は
当
該
病
院
の

意
向
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
手
術
時
に
輸
血

を
し
て
も
注
意
義
務
違
反
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
他
方
、
緊
急
時
で
直
ち
に
輸

血
を
し
な
け
れ
ば
死
を
免
れ
な

い
、
あ
る
い
は
重
大
な
後
遺
症

が
残
る
可
能
性
が
高
い
が
、
患

者
が
輸
血
を
拒
否
し
た
場
合
に

は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
裁
判

決
は
あ
り
ま
せ
ん
。
緊
急
性
が

高
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
患
者

の
意
思
に
反
し
て
輸
血
を
行
っ

た
場
合
に
は
法
的
責
任
を
免
れ

な
い
と
す
る
見
解
も
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
患
者
の
選
択
に
委

ね
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
状
態

で
、
患
者
が
輸
血
を
拒
否
す
る

こ
と
は
、
自
殺
行
為
に
等
し
く

正
常
な
判
断
能
力
を
有
す
る
意

思
決
定
と
は
解
し
難
い
と
思
い

ま
す
。
救
命
す
る
た
め
の
治
療

を
し
た
こ
と
が
法
的
に
問
題
と

な
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
法
的
に
は
、
緊
急
時
に
輸
血

を
拒
否
す
る
本
人
の
意
思
が
公

序
良
俗
に
反
す
る
と
考
え
、
患

者
の
同
意
が
な
く
と
も
、
事
務

管
理
（
法
律
上
の
義
務
の
な
い

者
が
他
人
の
た
め
に
他
人
の
事

務
の
管
理
を
行
う
こ
と
）
に
当

た
り
、
治
療
を
し
た
こ
と
は
違

法
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

  （「
事
務
管
理
」
と
は
、
分
か

り
に
く
い
用
語
で
す
が
、
例
え

ば
、
隣
家
が
海
外
旅
行
中
に
台

風
で
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
、
雨
水

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
屋
根
の

修
理
を
し
た
場
合
、
隣
家
の
同

意
が
な
く
て
も
、
違
法
で
は
な

く
、
要
し
た
費
用
を
隣
家
に
請

求
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。）

宗
教
を
信
仰
す
る
保
護
者
が
そ

の
監
護
す
る
児
童
に
輸
血
な
ど

の
医
療
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と

は
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
心
理
的
虐

待
に
該
当
す
る
と
の
考
え
を
示

し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
エ

ホ
バ
の
証
人
事
件
（
最
高
裁
判

所
平
成
12
年
2
月
29
日
判
決
・

民
集
54
巻
2
号
5
8
2
頁
）
を

取
り
上
げ
ま
す
。

が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
準
備
を
し
た
上

で
本
件
手
術
を
施
行
し
ま
し

た
。
患
部
の
腫
瘍
を
摘
出
し
た

段
階
で
出
血
量
が
約
2
2
4
5

㎖
に
達
す
る
な
ど
の
状
態
に

な
っ
た
の
で
、
Ａ
医
師
ら
は
、

輸
血
を
し
な
い
限
り
Ｘ
を
救
う

こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
高

い
と
判
断
し
て
、
輸
血
し
ま
し

た
。

　
Ｘ
は
、
Ｙ
病
院
を
退
院
し
た

の
ち
、
約
5
年
後
に
死
亡
し
ま

し
た
。

　
Ｘ
の
相
続
人
ら
が
、
Ｙ
病
院

を
設
置
、
運
営
し
て
い
る
国
お

よ
び
手
術
に
携
わ
っ
た
Ａ
医
師

ら
を
相
手
方
と
し
て
、
輸
血
し

た
こ
と
が
義
務
違
反
に
あ
た
る

な
ど
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
請

求
し
ま
し
た
。

1
審
（
東
京
地
裁
平
成
9
年

3
月
12
日
判
決
）
は
請
求
を
棄

却
し
ま
し
た
が
、
控
訴
審
（
東

京
高
裁
平
成
10
年
2
月
9
日
判

決
）
は
50
万
円
（
他
に
弁
護
士

費
用
5
万
円
）
を
認
容
し
ま
し

た
。
Ｙ
病
院
は
請
求
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
不
服
が
あ
る
と
し

て
、
Ｘ
の
相
続
人
は
認
容
額
が

少
な
過
ぎ
る
と
し
て
、
双
方
が

最
高
裁
に
上
告
し
ま
し
た
。

輸
血
を
受
け
る
こ
と
は
拒
否
す

る
と
の
固
い
意
思
を
有
し
て
お

り
、
輸
血
を
伴
わ
な
い
手
術
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待

し
て
Ｙ
病
院
に
入
院
し
た
こ
と

を
Ａ
医
師
ら
が
知
っ
て
い
た
な

ど
本
件
の
事
実
関
係
の
下
で

は
、
Ａ
医
師
ら
は
、
手
術
の
際

に
輸
血
以
外
に
は
救
命
手
段
が

な
い
事
態
が
生
ず
る
可
能
性
を

否
定
し
難
い
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
Ｘ
に
対
し
、
Ｙ
病
院
と

し
て
は
そ
の
よ
う
な
事
態
に

至
っ
た
時
に
は
輸
血
す
る
と
の

方
針
を
採
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
て
、
Ｙ
病
院
へ
の
入
院
を

継
続
し
た
上
、
Ａ
医
師
ら
の
下

で
本
件
手
術
を
受
け
る
か
否
か

を
Ｘ
自
身
の
意
思
決
定
に
委
ね

る
べ
き
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ａ
医
師
ら
は
、

本
件
手
術
に
至
る
ま
で
の
約
1

カ
月
の
間
に
、
手
術
の
際
に
輸

血
を
必
要
と
す
る
事
態
が
生
ず

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｘ
に

対
し
て
Ｙ
病
院
が
採
用
し
て
い

た
前
記
の
方
針
を
説
明
せ
ず
、

Ｘ
ら
に
対
し
て
輸
血
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
告
げ
な
い
ま

ま
本
件
手
術
を
施
行
し
、
輸
血

を
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
と
、
本
件
に
お
い

て
は
、
Ａ
医
師
ら
は
、
前
記
の

説
明
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

Ｘ
が
輸
血
を
伴
う
可
能
性
の

あ
っ
た
本
件
手
術
を
受
け
る
か

否
か
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
す

る
権
利
を
奪
っ
た
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
点
に
お
い

て
同
人
の
人
格
権
を
侵
害
し
た

も
の
と
し
て
、
同
人
が
こ
れ
に

よ
っ
て
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
を

慰
謝
す
べ
き
責
任
を
負
う
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　（
Ｘ
の
相
続
人
ら
が
主
張
す

る
慰
謝
料
額
の
不
服
に
対
し
）

原
審
（
東
京
高
判
）
の
裁
量
に

属
す
る
慰
謝
料
額
の
算
定
の
不

当
を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

グループ保険 生命保険

2 0 2 3 年 (令和 5年) 6 月 2 5 日第 3 1 4 8 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

現役裁
判官が

現役裁
判官が

解説し
ます

解説し
ます

医療訴訟の
基礎知識 6

vol

万が一の時にそなえて！

大阪高等裁判所
部総括判事

大島 眞一

総　会［Zoomミーティング］ 14時～16時

●第205回定時代議員会合併
●2022年度活動報告・決算報告
●2023年度活動方針（案）・予算（案）、顧問委嘱　等

定期総会第76回
日　　時 7月30日（日）
開催方法 ハイブリッド形式

会場： ホテルグランヴィア京都５階「古今の間」

第205回定時
代議員会合併

講演会［Zoomウェビナー］ 16時15分～17時30分

参加対象： 会員、家族・スタッフ

演　　題：さくらんぼに見えた梅干し
  「別世界」というカルチャー
講　　師：京都外国語大学国際貢献学部

グローバル観光学科教授

ジェフ・バーグランド氏
●講演要旨　私の専門である「異文化コミュニケーション」は、性別・年齢・職
業・出身地・社会的地位など自分とは異なる価値観や環境の相手とのコミュニケー
ションを意味します。もちろん国の文化も含まれますので、私が日本で体験した
驚きの異文化コミュニケーション体験もご紹介します。さらに、異文化コミュニ
ケーションの学問から考えた場合、医療関係者の場合は「4つの文化（別世界）」
が特に関係します。①ジェンダー文化②年齢文化③専門文化④国文化が代表的な
ものです。日々さまざまな方とコミュニケーションを取ることにより生まれる「自
分とは違う常識や価値観の人」とどうコミュニケーションを取っていくのか？　そ
んなヒントになればと思っています。



マ
イ
ス
リ
ー
錠
を
内
服
と
頓
服
で
同
時
処
方
し
た
場
合

23
年
7
月

理
事
会
の
開
催
予
定

第
5
回
理
事
会

7
月
11
日
（
火
）
14
時
〜

第
6
回
理
事
会

7
月
25
日
（
火
）
14
時
〜

「保険で良い歯科医療を」京都連絡会 市民講演会

知っておきたい口臭の基礎知識
～自信をもってマスクをはずすために～

日　時 7月8日（土）15時～16時30分（ウェブ併用）
場　所 京都経済センター４階 会議室４-Ｆ（定員20人）
 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78　TEL 075-708-3333

※ Zoomでの参加が不可能な場合のみ会場での参加が可能。 
講師は来場しませんので、Zoomでの視聴となります。

講　師 谷口 奈央 氏
（福岡歯科大学口腔保健学講座口腔健康科学分野 教授）

締　切 6 月29日（木）
※ 現地、ウェブいずれの参加についてもご予約なしの当日参加について、す
でに満席になっている場合はご参加いただけませんのでご了承下さい

「優生思想を超えて ― 障がい者 社会的弱者の人権を求めて―」
講　師 竹内 章郎 氏（岐阜大学 名誉教授）

定　員 400人（当日会場へお越し下さい）
※定員に達した場合は入場をお断りすることがあります

コーディネーター 細田 一憲 氏（実行委員長）
助言者  竹内 章郎 氏
シンポジスト 村田 恵子 氏（京都頸髄損傷者連絡会会長）
  玉村 樹里 氏（上京ワークハウス利用者）
  石倉 一成 氏（ＮＰＯ法人せいらん福祉会理事）
  伊貝 麻恵 氏（当事者・精神科クリニック勤務）

津久井やまゆり園殺傷事件（相 模 原
殺傷事件）から7年

― 何が問題か？ あなたはどうする？ ―
日　時 7月26日（水）13時～16時30分
場　所 龍谷大学大宮学舎キャンパス 清和館 3階ホール
 京都市下京区大江町125‒1　TEL 075-343-3311

お申込は
こちら
から

参加費
無料

講師からの一言　新型コロナウイルス感染症対策におけるマスク着用
の考え方が見直され、３月からマスク着用は個人の判断に委ねられる
ようになりました。マスク着用の習慣化がもたらした新しいさまざま
な健康問題が指摘されていますが、今回の講演会では「マスクと口臭」
に焦点をあててお話します。マスク着用で口臭が強くなったと感じて
いる人や、口臭が心配でマスクを外したくない人はいませんか。マス
クの口臭への影響や、知っておきたい口臭の基礎知識、口臭予防のポ
イントなどについて、わかりやすく解説します。

後　援　京都府／京都市／京都新聞／京都府歯科衛生士会

お問い合わせ　相模原殺傷事件を考える実行委員会事務局　実行委員長　細田 一憲
　　　　　　　TEL 090-1960-9922　E-mail shijun.haku.929@gmail.com
主　催　相模原殺傷事件を考える実行委員会
共　催　龍谷大学経営学部　細川考研究室
後　援　 京都新聞／朝日新聞京都総局／京都府社会福祉協議会／京都市社会福祉協議

会／京都精神保健福祉士協会／きょうされん京都支部
後援・助成　京都新聞社会福祉事業団／京都府歯科保険医協会／京都府保険医協会

お申込みはこちらから

右記のQRコードより申込フォームにアクセスの上、お申込み下さい。
後日、Zoom参加者にはID・パスワードなどを送付します。

基調講演

シンポジウム
参加費
無料

Ｑ
、
不
眠
症
の
患
者
に
対
し

て
、
内
服
と
し
て
マ
イ
ス
リ
ー

錠
10
㎎
を
30
日
分
投
与
、
同
時

に
頓
服
と
し
て
マ
イ
ス
リ
ー
錠

5
㎎
を
20
回
分
処
方
し
た
と
こ

ろ
、
頓
服
の
マ
イ
ス
リ
ー
錠
5

㎎
20
回
分
が
減
点
さ
れ
た
が
、

な
ぜ
か
。

Ａ
、
マ
イ
ス
リ
ー
錠
の
用
法

と
用
量
を
読
む
と
、「
1
日
10

㎎
を
超
え
な
い
こ
と
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
内
服
で
1

日
の
投
与
量
が
上
限
に
達
し
て

い
る
た
め
、
頓
服
を
重
ね
て
投

与
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
同
錠
5
㎎
を
内
服

と
し
て
服
用
し
、
そ
れ
で
も
眠

れ
な
い
場
合
に
頓
用
と
し
て
5

㎎
を
服
用
す
る
よ
う
に
処
方
す

　
東
日
本
大
震
災
と
大
津
波
で

炉
心
融
解
し
爆
発
崩
壊
し
た
福

島
第
一
原
発
か
ら
は
、
事
故

時
、
政
府
の
報
告
で
も
、
広
島

原
爆
1
6
8
発
分
に
相
当
す
る

1
・
5
×
1
0
1
6
ベ
ク
レ
ル

（
日
本
政
府
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
の

報
告
）
も
の
セ
シ
ウ
ム
1
3
7

（
半
減
期
30
年
）
が
大
気
中
に

放
出
さ
れ
た
。
そ
の
80
％
は
太

平
洋
を
経
て
地
球
北
半
球
全
体

を
核
汚
染
し
、
ま
た
20
％
は
福

島
を
は
じ
め
東
北
・
関
東
全
域

に
降
り
注
ぎ
、
福
島
を
中
心
に

約
1
万
4
0
0
0
㎢
の
大
地
が

「
放
射
線
管
理
区
域
」
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
汚
染
を
受
け

る
に
至
っ
た
。
大
地
は
汚
染
さ

れ
、「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
、
15
万
人
の
県
民

が
生
活
の
場
を
奪
わ
れ
、
緊
急

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

強
い
放
射
能
で
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト

す
ら
短
時
間
で
損
壊
し
、
12
年

を
経
た
が
、
い
ま
だ
に
デ
ブ
リ

の
取
り
出
し
す
ら
方
策
の
め
ど

も
立
た
ず
、
流
出
す
る
核
汚
染

し
た
冷
却
水
を
垂
れ
流
し
続
け

て
き
た
。

　
事
故
当
初
の
30
〜
40
年
で
8

兆
円
と
し
て
い
た
東
電
の
廃
炉

行
程
は
全
く
見
通
し
が
立
た
ず

12
年
後
の
今
も
、
3
万
2
千

人
を
超
え
る
人
々
が
郷
里
を
奪

わ
れ
、
保
障
も
な
く
、
県
外
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

除
染
事
業
で
10
㎝
の
表
土
が
剥

が
さ
れ
た
土
地
は
農
地
と
し
て

曝
線
量
が
20
mSv
／
年
を
超
え
る

「
放
射
能
管
理
区
域
」
相
当
の

環
境
で
あ
る
。「
ア
ン
ダ
ー
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」（
故
安
倍
晋
三

氏
）
と
は
真
っ
赤
な
嘘
で
、
原

子
炉
建
屋
は
崩
壊
し
、
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
し
た
炉
心
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
床
を
も
壊
し
、
チ
ャ

イ
ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
寸
前
、

は
使
い
も
の
に
な

ら
ず
、
10
㎝
農
土

が
で
き
る
に
は
1

0
0
年
も
の
年
月

が
要
る
。
帰
還
が

許
さ
れ
た
土
地
や

家
屋
も
大
半
は
被

洋
放
出
で
も
35
兆
円
、
廃
炉
・

汚
染
水
放
出
し
な
く
て
も
81
兆

円
に
上
る
と
さ
れ
る
）。

　
ま
た
事
故
後
12
年
間
、
福
島

第
一
原
発
は
汚
染
水
を
出
し
続

け
、
敷
地
内
に
は
1
3
0
万
ト

ン
も
の
、
東
電
の
い
う
、
い
わ

ゆ
る
「
処
理
水
」（
浄
化
処
理

は
し
た
も
の
の
取
り
除
け
ず
、

放
射
能
「
主
に
ト
リ
チ
ウ
ム
」

が
残
っ
た
水
）
が
貯
ま
り
、
貯

蔵
タ
ン
ク
の
容
量
の
限
界
が

迫
っ
て
い
る
。
ト
リ
チ
ウ
ム
の

半
減
期
は
10
年
と
さ
れ
る
が
、

政
府
と
東
電
は
「
処
理
水
」
を

海
水
で
薄
め
、
濃
度
を
国
の
排

出
基
準
の
40
分
の
1
未
満
の
処

理
水
に
し
た
上
で
、
原
発
か
ら

沖
合
い
に
向
け
掘
っ
た
海
底
ト

ン
ネ
ル
を
通
し
て
、
沖
合
1
㎞

先
の
排
水
口
か
ら
海
の
表
層
に

流
す
計
画
を
立
て
、「
漁
民
の

同
意
な
し
に
は
、
実
施
し
な

い
」
と
の
公
約
を
も
無
視
し
、

こ
の
夏
に
も
放
水
開
始
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
表
層
海

洋
に
放
出
さ
れ
る
「
処
理
水
」

は
半
減
期
10
年
の
ト
リ
チ
ウ
ム

を
含
み
、
今
後
1
0
0
年
以
上

に
わ
た
る
放
出

で
、
海
洋
を
汚
染

し
、
生
物
学
的
濃

縮
に
よ
り
、
地
球

環
境
や
魚
類
の
生

態
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の

ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
の
浅
層
海

洋
放
出
は
、
六
ヶ
所
村
の
「
原

発
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
使
用
済

み
核
燃
料
の
再
処
理
工
場
」

「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
」
で
も
目

論
ま
れ
て
い
る
方
策
で
も
あ
る
。

　
今
後
30
年
以
内
に
70
〜
80
％

と
い
う
極
め
て
高
い
確
率
で
、

東
日
本
大
震
災
を
も
上
回
る
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
と
し
、
政
府
自
ら
が
国
民

に
備
え
を
喚
起
し
て
お
き
な
が

ら
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
で
現
実
化
し
た
よ
う

に
、
原
発
が
非
常
時
に
は
致
命

的
急
所
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
な
が
ら
、
政

府
が
原
発
回
帰
を
宣
揚
し
、
原

発
の
生
み
出
し
た
危
機
を
隠
蔽

す
る
姑
息
な
汚
染
水
放
出
を
強

行
す
る
こ
と
を
、
56
基
の
原
発

を
抱
え
る
国
民
と
し
て
許
し
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
ま
た
「
原
発
回
帰
」
は
老
朽

原
発
の
再
稼
働
を
進
め
、
汚
染

水
を
垂
れ
流
し
、
軍
備
増
強
、

増
税
、
社
会
保
障
費
削
減
を
進

め
る
、
政
府
の
「
子
育
て
支

援
」
の
政
治
が
あ
の
「
産
め

よ
」「
殖
や
せ
よ
」
の
忌
む
べ

き
時
代
の
再
現
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
祈
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　（
環
境
対
策
委
員島

津
恒
敏
）

福
島
原
発「
処
理
水
」の

浅
層
海
洋
放
出
に
反
対
す
る

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
福
島　

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
原
発
回
帰

環
境
問
題

環
境
問
題

159

破
綻
し
、
先
に
事
故
を
起
こ
し

た
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
や

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
同
様
、

溶
融
核
燃
料
は
取
り
出
せ
ず
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
の
石
棺

で
1
0
0
年
以
上
覆
い
尽
く
す

こ
と
に
な
る
の
で
は
と
予
想
さ

れ
て
い
る
（
総
費
用
は
廃
炉
せ

ず
燃
料
閉
じ
込
め
、
汚
染
水
海

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
用
法
で
あ
る
こ
と

が
審
査
委
員
会
に
読
み
取
れ
る

よ
う
に
、
レ
セ
プ
ト
記
載
さ
れ

た
方
が
無
難
で
す
（
投
与
日
数

上
限
を
超
過
し
た
処
方
と
見
な

さ
れ
て
減
点
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
た
め
）。

A

B

C

D

2 0 2 3 年 (令和 5年) 6 月 2 5 日 第 3 1 4 8 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

被災見舞金等申し合わせ
　協会では理事会において、以下のような「火災、風水害、地震など会員
被災者への援助および見舞金についての申し合わせ」を確認しています。
　被害に遭われた会員には「被災報告および見舞金給付申請書」をお送り
します。また全国保険医団体連合会にも見舞金制度がありますので、まず
は協会にご一報下さい。
　これから雨の多い季節となります。会員各位におかれましては、どうぞ
お気をつけてお過ごし下さい。

火災、風水害、地震など会員被災者への援助および
見舞金についての申し合わせ（抜粋）

　会員（正会員に限る）の医療施設（病院・診療所など）が火災、風水害、地震などの
災害により、診療や保険請求に支障を来す場合は、協会の保険関係出版物の援助および
関係官庁への事務手続等の援助を行う。
　また、上記により、全焼・半焼・部分焼、全壊・半壊、床上浸水の被害に遭われた会
員には、医療施設、居宅を問わず3万円の見舞金を支給する。
　なお、見舞金の支給は所定の申請書による会員の申告にもとづき行う。
　①火災原因が自己責任による失火、類焼および消失規模を問わず支給対象とする。
　②居宅の所在地は京都府外であっても対象とする。

保険講習会
日時  ８月24日（木）

14時～16時
内容 ①保険基礎知識②審査

の仕組み・基礎知識
日時 ７月27日（木）

14時～16時
内容 ①医療法立入検査対策

②新規個別指導対策
日時  ６月29日（木）

14時～16時
内容  在宅医療点数の基礎知

識―在宅医療を始める
前に― 
＋ 個別相談会

日時 ７月20日（木）
14時～16時

内容 ①診療所で起きる医事
紛争初期対応②労災補
償保険、自賠責保険の
基礎知識

スタッフ研修
にご活用を

場所 京都府保険医協会
ルームＡまたは
ウェブ（Zoom）

参加費 無料（要申込）



2
0
1
8
年
7
月
17
日
、
祇

園
祭
前
祭
の
山
鉾
巡
行
の
日
に

脳
出
血
を
発
症
し
た
の
で
、
あ

と
数
週
間
で
5
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
海
外
で
は
あ
る
が

新
し
い
脳
出
血
の
5
年
生
存
率

は
26
・
7
％
、
10
年
生
存
率
は

24
・
7
％
の
厳
し
さ
で
あ
る
。

　
幸
い
私
は
5
年
生
存
を
果
た

し
た
わ
け
だ
が
、
脳
卒
中
後
遺

症
を
抱
え
て
の
生
存
は
難
し
い

こ
と
は
身
を
も
っ
て
体
験
し

た
。
左
片
麻
痺
（
運
動
麻
痺
は

免
れ
た
が
感
覚
麻
痺
は
顕
著
）、

眼
振
、
耳
鳴
り
・
難
聴
が
取
れ

ず
中
心
動
揺
が
克
服
で
き
な

い
。
ほ
ぼ
毎
日
午
前
に
1
時

間
、
午
後
に
1
時
間
の
筋
ト

レ
、
歩
行
訓
練
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
5
種
の

マ
シ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
励
ん

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

３
年
が
経
過
し
て

垣田 さち子
（西陣）

1515

で
い
る
の
に
、
自
立
歩
行
は
い

ま
だ
で
き
な
い
。
身
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
ず
、
フ
ワ
ー
っ
と

ひ
っ
く
り
返
る
可
能
性
が
高

い
。
実
際
に
立
っ
て
い
て
こ
け

た
こ
と
は
な
い
が
、
車
椅
子
か

ら
床
に
滑
り
落
ち
た
こ
と
は
何

度
も
あ
る
。
左
半
身
の
感
覚
が

な
い
の
で
、
ど
う
し
て
落
ち
て

し
ま
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

そ
し
て
、
い
ざ
床
に
投
げ
出
さ

れ
る
と
立
ち
上
が
る
の
が
難
し

い
。
車
椅
子
に
座
る
た
め
に
ま

ず
膝
立
ち
が
で
き
る
よ
う
床
上

訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
着

実
に
で
き
る
よ
う
真
面
目
に
運

動
を
続
け
る
し
か
な
い
。
身
体

に
自
信
が
な
い
と
怖
い
。

　
実
際
に
は
、
発
症
前
に
比
べ

て
内
科
的
に
は
ず
っ
と
快
調
で

あ
る
。コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、血
糖

値
に
異
常
が
あ
る
が
、
血
圧
、

不
整
脈
も
良
好
で
あ
る
。
一
度

大
腸
憩
室
の
出
血
で
緊
急
入
院

し
た
以
外
は
何
も
な
く
リ
ハ
ビ

リ
中
心
に
忙
し
い
毎
日
で
あ
る
。

　
し
か
し
〝
死
〞
が
身
近
に

な
っ
た
の
は
ち
ょ
っ
と
意
外
で

あ
っ
た
。
ど
う
い
う
最
期
を
迎

え
る
の
だ
ろ
う
、
お
布
団
で
寝

て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
介
護

保
険
の
始
ま
る
前
に
お
宅
へ
往

診
し
て
い
た
頃
の
患
者
さ
ん
た

ち
の
看
取
り
は
幸
せ
な
ケ
ー
ス

だ
っ
た
。「
い
つ
も
の
よ
う
に
ご

飯
食
べ
て
ち
ょ
っ
と
横
に
な
る

言
う
て
、
さ
っ
き
見
に
行
っ
た

ら
息
、
し
て
な
い
み
た
い
」
と

い
う
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

私
も
あ
ん
な
風
が
い
い
な
、
と

考
え
た
り
も
す
る
の
だ
が
、
今

の
〝
死
〞
の
現
実
は
余
り
に
も

ひ
ど
い
。
地
震
、
台
風
、
水
害

な
ど
の
予
期
し
な
い
災
害
に
よ

る
巻
き
込
ま
れ
る
不
幸
、
い
き

な
り
刺
し
た
り
、
撃
っ
た
り
の

思
い
も
か
け
な
い
こ
の
世
の
終

わ
り
が
毎
日
繰
り
返
え
さ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
戦
争
中
の
国
が
い

く
つ
も
あ
り
、
無
法
な
暴
力
で

多
く
の
死
が
毎
日
生
ま
れ
て
い

る
。
家
に
い
て
死
体
が
あ
ち
こ

ち
に
放
置
さ
れ
て
い
る
戦
場
の

映
像
を
見
て
、
恐
怖
に
お
の
の

い
て
い
る
。
こ
の
地
球
は
大
丈

夫
な
の
か
。
人
は
何
を
目
指
し

て
生
き
て
い
く
の
か
。
（
完
）

北
村
裕
展
氏
（
享
年
72
、
西

京
）
5
月
14
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
協
会
理
事
：
2
0
0
3
年
〜

2
0
1
8
年 訃

　
報

あ
っ
と
い
う
間
に
５
年
が
過
ぎ

社 保 研

レポート

第673回社会保険研究会
講師：厚生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課長　安藤 公一 氏

後発医薬品の安定供給に向けて
少量多品目生産の解消

　
協
会
は
5
月
13
日
、
第
6
7

3
回
社
会
保
険
研
究
会
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
。
参
加

者
は
49
人
（
会
場
15
人
、
ウ
ェ

ブ
34
人
）。
安
藤
公
一
氏
が

「
後
発
医
薬
品
の
安
定
供
給
に

向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
安
藤
氏
は
厚
労
省
「
医
薬

品
の
迅
速
・
安
定
供
給
実
現
に

向
け
た
総
合
対
策
に
関
す
る
有

識
者
検
討
会
」
の
所
管
課
長
で

あ
る
。
同
有
識
者
検
討
会
は
6

月
9
日
、
報
告
書
を
公
表
し

た
。

　
供
給
不
安
定
化
の
主
な
背
景

に
は
、
①
後
発
品
産
業
に
お
け

る
過
当
競
争
と
薬
価
下
落
、
少

量
多
品
目
生
産
に
よ
る
低
効

率
・
低
収
益
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
発
生
な
ど
、
安
定
供
給
を

確
保
す
る
上
で
の
産
業
構
造
上

の
問
題
②
現
行
薬
価
制
度
で

は
、
薬
価
改
定
ご
と
に
薬
価
が

下
落
す
る
が
、
薬
価
を
下
支
え

す
る
仕
組
み
が
限
定
的
で
不
採

算
品
目
が
多
く
な
る
な
ど
、
後

発
品
企
業
の
経
営
を
圧
迫
す
る

現
行
制
度
に
起
因
す
る
課
題
③

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
に
あ
る

リ
ス
ク
の
顕
在
化
や
、
医
薬
品

の
供
給
情
報
が
一
元
的
に
把

握
・
共
有
で
き
な
い
課
題
―
が

あ
る
。供

給
不
安
の
現
状
と

背
景

　
国
内
に
は
後
発
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
が
2
0
0
社
近
く
存
在
す

る
。
数
量
ベ
ー
ス
で
後
発
品
市

場
の
50
％
を
上
位
8
社
が
、
残

り
50
％
を
1
8
5
社
が
占
め
て

お
り
、
小
規
模
メ
ー
カ
ー
が
多

く
、「
少
量
多
品
目
生
産
」
の

非
効
率
な
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。
⒜
先
発
品
の
特
許
切
れ

直
後
に
後
発
品
と
し
て
薬
価
収

載
す
る
際
の
薬
価
が
原
価
率
に

比
べ
て
高
く
設
定
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
際
に
共
同
開
発
で
複

数
企
業
が
参
入
⒝
同
時
収
載

品
が
多
く
過
当
競
争
と
な
り
、

総
価
取
引
（
総
価
山
買
い
）
の

調
整
材
料
と
さ
れ
て
薬
価
が
大

幅
下
落
⒞
収
益
が
見
込
め
な

く
て
も
最
低
5
年
間
は
市
場
撤

退
で
き
な
い
⒟
収
益
確
保
の

た
め
一
定
程
度
利
益
が
見
込
ま

れ
る
特
許
切
れ
直
後
の
品
目
を

上
市
す
る
―
と
い
う
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
を
繰
り
返
し
、「
少
量

多
品
目
生
産
」
の
製
造
効
率
の

悪
化
が
止
ま
ら
な
い
。

　
工
程
増
の
非
効
率
、
管
理
上

の
不
備
や
コ
ン
タ
ミ
（
汚
染
・

混
入
）
な
ど
に
よ
る
品
質
不
良

の
リ
ス
ク
増
大
、
緊
急
増
産
な

ど
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
困
難
―

な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
、

「
少
量
多
品
目
生
産
」は
品
質
や

安
定
供
給
の
問
題
の
最
た
る
要

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
問

題
が
起
き
て
出
荷
停
止
・
回
収

さ
れ
る
と
、
そ
の
企
業
の
シ
ェ

ア
分
へ
の
先
行
き
不
安
か
ら
の

注
文
増
加
に
対
応
で
き
な
い

メ
ー
カ
ー
が
出
荷
制
限
し
供
給

不
足
が
生
じ
て
い
る
が
、
業
界

全
体
と
し
て
増
産
が
困
難
な
た

め
長
期
化
し
て
い
る
。

薬
価
基
準
制
度
上
の

問
題

　
後
発
医
薬
品
全
体
で
製
造
原

価
が
薬
価
の
80
％
を
超
え
る
品

目
、
つ
ま
り
販
売
管
理
費
・
卸

へ
の
費
用
・
消
費
税
な
ど
を
含

め
る
と
赤
字
に
な
る
品
目
が
3

割
以
上
を
占
め
、
そ
の
中
に
は

安
定
確
保
医
薬
品
や
基
礎
的
医

薬
品
と
い
っ
た
、
医
療
上
の
必

要
性
の
高
い
医
薬
品
が
存
在
し

て
い
る
。
市
場
に
流
通
し
て
い

る
医
薬
品
は
、
市
場
実
勢
価
格

加
重
平
均
調
整
幅
方
式
に
基
づ

く
薬
価
改
定
に
よ
り
価
値
が
評

価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

保
険
医
療
上
の
必
要
性
が
高
い

も
の
は
安
定
供
給
を
図
る
観
点

か
ら
、
特
例
的
に
薬
価
を
維
持

ま
た
は
引
き
上
げ
る
仕
組
み
が

あ
る
（
基
礎
的
医
薬
品
、
不
採

算
品
再
算
定
）。
前
記
以
外
の

品
目
は
「
最
低
薬
価
」
に
よ

り
、
最
低
限
の
供
給
コ
ス
ト
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上

の
課
題

　
①
潜
在
的
な
供
給
不
安
の
調

査
②
特
定
国
・
特
定
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
へ
の
過
度
な
依
存
な
ど
、

脆
弱
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

造
へ
の
対
策
③
関
係
者
間
の
情

報
共
有
、
連
携
強
化
―
が
検
討

課
題
で
あ
る
。
特
に
②
は
、
22

年
に
成
立
し
た
経
済
安
全
保
障

推
進
法
に
よ
り
、
抗
菌
性
物
質

製
剤
が
特
定
重
要
物
資
に
指

定
。
国
内
製
造
体
制
構
築
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
③
は
、
医

療
用
医
薬
品
供
給
情
報
緊
急
調

査
事
業
を
開
始
、
日
本
製
薬
団

体
連
合
会
が
実
施
す
る
供
給
情

報
調
査
を
毎
月
行
わ
せ
る
こ
と

と
し
た
。
医
療
提
供
側
の
情
報

提
供
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

流
通
に
関
す
る
課
題

　
薬
価
差
に
つ
い
て
は
、
薬
価

基
準
制
度
に
お
け
る
市
場
実
勢

価
格
加
重
平
均
値
調
整
幅
方
式

の
下
で
は
、
制
度
的
に
一
定
の

薬
価
差
は
想
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
薬
価
差
の
確
保
や
販

路
拡
大
の
値
下
げ
販
売
に
よ
り

発
生
す
る
も
の
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
許
容
さ
れ
る
合
理
性

を
超
え
て
過
度
な
薬
価
差
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
、
適
切
な

市
場
流
通
の
確
保
の
観
点
か
ら

是
正
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　
流
通
実
態
か
ら
見
る
と
、
医

薬
分
業
の
進
展
を
受
け
て
薬
局

へ
の
販
売
額
が
増
加
し
て
い

る
。
販
売
先
別
の
乖
離
率
を
マ

ク
ロ
で
み
る
と
、
薬
局
、
特
に

20
店
舗
以
上
の
調
剤
チ
ェ
ー
ン

の
乖
離
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

（
2
0
0
床
未
満
の
病
院
・
診

療
所
を
1
0
0
と
し
た
場
合
の

乖
離
指
数
が
1
8
3
）。

20
店
舗
以
上
の
チ
ェ
ー
ン
薬

局
・
2
0
0
床
以
上
有
す
る
病

院
の
取
引
は
、
他
の
取
引
先
と

比
較
し
て
総
価
取
引
（
総
価
山

買
い
）
の
割
合
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
総
価
取
引

で
は
、
後
発
品
や
長
期
収
載
品

が
値
引
き
の
た
め
の
調
整
に
使

用
さ
れ
る
た
め
、
乖
離
率
が
よ

り
高
く
な
る
。
最
近
は
価
格
交

渉
代
行
業
者
が
現
れ
、
卸
と
交

渉
。
往
々
に
し
て
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
（
一
定
の
水
準
）
を
設
定
し

て
、
薬
価
差
を
取
る
よ
う
な
取

引
が
実
態
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。

　
最
低
薬
価
が
適
用
さ
れ
た
品

目
で
も
薬
価
差
が
生
じ
て
お

り
、
特
に
安
定
確
保
医
薬
品
で

も
平
均
乖
離
率
が
高
い
傾
向
に

あ
る
。
後
発
品
は
競
合
品
が
多

く
競
争
が
激
し
く
価
格
を
下
げ

て
い
る
。
ま
た
後
発
品
や
長
期

収
載
品
は
、
総
価
取
引
の
値
引

き
の
調
整
弁
と
し
て
価
格
が
大

き
く
下
が
る
こ
と
が
あ
り
、
乖

離
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

想
定
さ
れ
る
。
最
低
薬
価
対
象

品
や
安
定
確
保
医
薬
品
も
、
医

療
上
の
必
要
性
な
ど
が
考
慮
さ

れ
ず
に
、
総
価
取
引
の
調
整
弁

と
し
て
扱
わ
れ
、
乖
離
率
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
状
況
と
想
定

さ
れ
る
。
こ
れ
が
後
発
医
薬
品

の
薬
価
基
準
を
引
き
下
げ
る
原

因
と
な
り
、
赤
字
の
構
造
を
生

ん
で
い
る
。

今
後
の
取
組
み

　
「
安
定
供
給
実
現
に
向
け
た

総
合
対
策
に
関
す
る
有
識
者
検

討
会
」
の
報
告
書
（
23
年
6
月

9
日
）
で
は
、
後
発
医
薬
品
を

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
供
給
す

る
た
め
、
以
下
の
検
討
課
題
を

掲
げ
て
い
る
。

　
①
少
量
多
品
目
生
産
の
解
消

の
た
め
企
業
や
品
目
の
統
合
を

推
進
。
品
目
統
合
に
併
せ
た
製

造
ラ
イ
ン
増
設
な
ど
の
支
援
に

つ
い
て
検
討
。

　
②
安
定
供
給
を
担
保
で
き
な

い
企
業
参
入
を
抑
制
し
、
安
定

供
給
可
能
な
企
業
を
評
価
す
る

た
め
、
企
業
情
報
を
踏
ま
え
た

新
規
収
載
や
改
定
時
薬
価
の
在

り
方
を
検
討
。

　
③
薬
価
改
定
に
よ
る
採
算
性

の
永
続
低
下
を
避
け
る
た
め
、

医
療
上
の
必
要
性
が
高
い
品
目

に
つ
い
て
、
現
行
薬
価
を
下
支

え
す
る
仕
組
み
の
改
善
を
検

討
。
中
長
期
的
に
は
新
た
な
仕

組
み
の
構
築
も
検
討
。

　
④
後
発
品
の
供
給
不
安
問
題

や
原
材
料
・
原
薬
の
海
外
か
ら

の
調
達
問
題
な
ど
、
国
の
経
済

安
全
保
障
に
も
関
わ
る
構
造
上

の
供
給
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た

め
、
医
薬
品
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
が
必
要
。

　
⑤
医
薬
品
の
さ
ま
ざ
ま
な
供

給
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
た
め

に
、
流
通
関
係
者
に
お
い
て
迅

速
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
情
報
が
共
有
化
さ
れ
る
仕
組

み
が
必
要
。

　
今
後
具
体
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

講師の安藤氏

7 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日
（土）

９日
（日）

10日
（月）

○ 閉所 ○◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日
（月）

10日
（月）

10日
（月） 24

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
要
請
書

署
名
ご
協
力
の
お
願
い

本
紙
３
１
４
７
号
に
同
封
し
ま
し
た
要
請
書
の
趣
旨
・

項
目
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
署
名
の
上
、
協
会
宛

フ
ァ
ク
ス
で
ご
返
送
下
さ
い
。

締切：6月30日
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